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巻 頭 言

“一流”の作業療法士を目指して

金沢脳神経外科病院　

高多　真裕美

　最近まで，“一流”の作業療法士とは，いい臨床や研究を行い，名前を残す人だと思っ

ていた．一般社団法人日本作業療法士協会の倫理綱領（昭和61年）では「８．作業療法

士は，後輩の育成と教育水準の高揚に努める」とあり，解説に「教育に関わる活動は，作

業療法士が人々の健康の維持とその人らしい生き方に向けての治療・援助・支援の質を高

め，社会に対してその使命を果たすために重要である」と記されている．故谷川正浩先生

は，「覗いてみたい!?先輩OTの頭の中（三輪書店）」でプロフェッショナルについて，「仕

事に真摯に取り組み，自分を高めていこうとしている」，「こちらの期待に必要十分に応え

てくれる」，「一流と呼ばれるプロは一流になれる人をしっかり育てている」と記してい

る．

　後輩育成については第13回石川県作業療法学会の特別講演「教育と臨床の乖離」で岩

崎テル子先生（当時，新潟医療福祉大学教授）が映画「千と千尋の神隠し」を例に説明さ

れたことが印象深いが，当時30代の私は後輩育成に関心が向いておらず，自分事として

聴けていなかったと思う．

　今回初めて後輩育成について話す機会をいただいたことで，私の頭に教育のアンテナが

１本追加された．作業療法教育に関する文献や一般企業の人材育成に関する書籍を読み，

経営者や監督などリーダーが出ている番組を観るようになった．その中で学んだことは，

作業療法教育では見学・模倣・実施等の方法論が独り歩きしていること，臨床教育者の役

割は人（学習ニーズ）－環境（教育資源）－作業（自己主導型学習）を調整することで一

方的に知識・技術を伝達することではないこと，学びには「７・２・１の法則」（７割は

仕事の経験，２割は他者のアドバイス，1割は研修・書籍）があり，研修などのOff-JTは

OJTとの連動が必要なことなどであった．後輩育成について考えるようになった私は，よ

うやく“二流”の入り口までたどり着いたのであろうか．

　この学術誌に採択されるまでの道のりは決して楽なものではなかったと思うが，先輩方

のアドバイスを受けながら自身の臨床や研究を振り返ったことは大きな財産になるはずで

ある．手にした皆様には，新しい知見を得るだけではなく，支えている先輩の思いも想像

しながら読んでいただきたい．そして一緒に後輩を育てられる“一流”を目指し続けま

しょう．
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編集後記

　新型コロナウイルスが流行して２年が過ぎようとしています．長引くパンデミックの中，私

たちの働き方，暮らし方，学び方は大きく変化していると感じます．それは悪い影響ばかりで

はなく，今年度は初のオンライン学会の開催となり，普段は家庭の都合で参加が難しい方や県

外からの参加の方も，時間や距離を気にせずに学びを得る機会になっていたと思います．い

つまでこの状況が続くのかと不安にもなりますが，「今この時」をより良く過ごせるように，

人々の生活や活動，交流のあり方に目を向け，寄り添えるOT視点を磨いていきたいと思って

います．

　さて今年も無事に本刊の発行に至りました．ご投稿いただいた皆様，査読や編集にご協力頂

いた皆様には心より感謝申し上げます．ご投稿の論文は研究から実践まで幅広く，県学会の特

別講演も含まれた内容となっております．来年度は感染状況に配慮しながら３年ぶりに対面で

の県学会を予定しております．多数のご参加をお待ちしております！
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